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選

び

取

る

こ

と

《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

司
祭 

高 

橋 

宏 

幸

　
私
た
ち
は
、
い
よ
い
よ
次
主
日
イ
エ
ス

様
の
ご
復
活
を
祝
い
、
感
謝
し
ま
す
。

　
い
ま
改
め
ま
し
て
自
分
自
身
の
こ
と
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
何
度
も
何
度
も

イ
ー
ス
タ
ー
を
迎
え
な
が
ら
も
、
日
々
の

忙
し
さ
に
振
り
回
さ
れ
て
、
そ
こ
に
至
る

ま
で
の
間
、
じ
っ
く
り

と
聖
書
の
み
言
葉
を
味

わ
い
、
祈
祷
書
の
文
言

を
熟
読
玩
味
し
、
黙
想

の
内
に
イ
エ
ス
様
を
、

神
様
の
お
働
き
を
思
い

巡
ら
し
て
き
た
か
と
な

り
ま
す
と
、
決
し
て
胸
を
張
れ
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
忙
し
い
」
と
い

う
文
字
の
如
く
、
大
事
な
も
の
を
亡
く
し

て
き
た
り
後
回
し
に
し
て
き
た
こ
と
は
否

定
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
反
省
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

信
仰
の
原
点
で
あ
り
、
出
発
点
で
あ
る
洗

礼
の
際
の
約
束
に
改
め
て
心
を
寄
せ
た
く
思
い

ま
す
。

　
一
九
五
九
年
の
い
わ
ゆ
る
「
文
語
の
祈
祷

書
」
で
育
っ
た
一
人
で
す
が
、「
な
ん
じ
、
悪
魔

と
そ
の
わ
ざ
を
捨
て
・
・
」
で
始
め
る
問
答
が
あ

り
ま
し
た
。
確
か
に
、「
捨
て
る
」
こ
と
の
大
切

さ
を
思
い
ま
す
が
、
そ
の
一

方
で
イ
エ
ス
様
の
ご
生
涯
で

の
一
つ
一
つ
の
在
り
方
、
取

り
分
け
「
荒
野
で
の
誘
惑
」
を

思
い
浮
か
べ
ま
す
時
、
そ
こ

で
は
常
に
何
か
（
ど
ち
ら

か
）
を
選
び
取
ら
れ
る
イ
エ

ス
様
の
姿
、
し
か
も
私
た
ち
の
た
め
に
、
と
い
う

お
姿
に
出
会
い
ま
す
。「
捨
て
る
」
と
い
う
言
葉

使
い
が
間
違
っ
て
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
常
に
イ
エ
ス
様
の
生
き
方
を
一
つ
の
雛

型
と
し
て
選
び
続
け
る
時
、
私
た
ち
の
信
仰

は
、
霊
性
は
一
層
豊
か
な
も
の
と
さ
れ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　（
三
光
教
会
牧
師
）
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今週・来週 の 予 定

　　４月５日～１８日

　５（日）復活前主日

合同堅信式　（主教座）

　６（月）教区企画室

　８（水）常置委員会

資料保全委員会

　９（木）～１１（土）

聖なる三日間の礼拝

　　　　　　　　　　　（主教座）

１２(日） 復活日

主教巡回　東京聖十字

教会（牧師任命式）

１３(月） 正義と平和協議会運営

委員会

１４(火） 銀座朝祷会

ＩＴ～特別委員会

山手Ｇ牧師協議会

１５(水） 教役者レクイエム

　　　　　　（主教座）

聖職養成委員会

１６(木） 主教座聖堂活動委員会

１７(金） 教財務サービス委員会

芝公園～特別委員会

◇
４
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
エ
ル
サ
レ
ム
教
区
の
た
め（
受
苦
日

４
・
10
）
▽
国
際
こ
ど
も
学
校
の
働
き

の
た
め
▽
在
日
外
国
人
人
権
問
題
の
た

め
▽
柏
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
の
た
め

《
奉
献
先
か
ら
》

　
　
エ
ル
サ
レ
ム
教
区
の
た
め

　
標
記
を
覚
え
て
歴
史
的
に
長
い
間

受
苦
日
の
日
に
、
祈
り
が
献
げ
ら
れ

て
き
て
お
り
、
全
聖
公
会
の
多
く
の

管
区
・
教
区
で
守
ら
れ
て
い
る
。
当

初
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
（
全
聖
公
会
中
央
協
議

会
）
の
要
請
に
よ
り
始
め
ら
れ
、
日

本
聖
公
会
内
で
の
さ
さ
げ
も
の
は
、

「
ユ
ダ
ヤ
人
伝
道
の
た
め
」と
し
て
エ

ル
サ
レ
ム
教
区
に
送
ら
れ
て
い
た

が
、
現
在
で
は
「
エ
ル
サ
レ
ム
教
区

の
働
き
の
た
め
」
に
祈
り
を
添
え
て

奉
献
さ
れ
て
い
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の

抱
え
て
い
る
深
刻
な
問
題
を
考
え
る

時
、
ま
た
近
年
エ
ル
サ
レ
ム
教
区
と

東
京
教
区
の
間
で
、
様
々
な
交
流
が

続
け
ら
れ
て
い
る
折
、
祈
り
と
さ
さ

げ
も
の
が
平
和
の
た
め
に
用
い
ら
れ

て
い
く
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
▽
銀
座
朝
祷
会（
４
月
）　
14
日
・

28
日
（
第
２
・
４
火
曜
、
朝
７
時
）

　
▽
西
新
の
会
（
４
月
）
　
・
14
日

（
火
）
19
時
半
＝
聖
餐
式
（
高
橋
顕
司

祭
）
　
・
28
日
（
火
）
10
時
半
＝
聖

書
の
学
び
（
関
正
勝
司
祭
）

　
▽
こ
ど
も
ニ
ュ
ー
ス
春
号
　
教

区
・
日
曜
学
校
ス
タ
ッ
フ
連
絡
会
か

ら
今
期
春
号
（
通
算
第
14
号
）
が
発

行
さ
れ
て
、
配
布
さ
れ
て
い
る
。

◆
と
こ
し
え
の
平
安

３
月
27
日
　
深
井
　
妙
子
（
85
）目

白

３
月
30
日
　
安
田
　
春
雄
（
87
）

小
金
井

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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◇
人
事
（
追
加
・
４
月
１
日
付
）

司
祭
　
関
　
正
勝
　

目
白
聖
公
会
牧
師
管
理
の
も
と
目
白
聖

公
会
嘱
託
司
祭
を
委
嘱（
任
期
１
年
）

◇
教
区
・
聖
な
る
三
日
間
の
礼
拝
＝

主
教
座
聖
堂

４
月
９
日
（
聖
木
曜
日
）
11
時
　
聖

油
聖
別
の
聖
餐
式
・
司
祭
按
手
の
約

束
の
更
新

10
日
（
聖
金
曜
日
・
受
苦
日
）
正
午
　

受
苦
日
礼
拝
＝
司
式
・
李
民
洙
司
祭

／
説
教
・
高
橋
宏
幸
司
祭

11
日
（
聖
土
曜
日
）
18
時
　
復
活
前

宵
祭
・
復
活
の
ろ
う
そ
く
の
礼
拝

　
　
　

常
置
委
員
会
報
告
　
　（
３
月
20
日
）

　
新
委
員
に
よ
る
第
１
回
委
員
会
か

ら
、
抜
粋
報
告
（
書
記
）
。

＊
司
祭
・
関
正
勝
の
嘱
託
委
嘱
（
別

掲
）
を
適
当
と
答
申
し
た
。

＊
東
京
諸
聖
徒
教
会
協
力
支
援
体
制

強
化
の
た
め
、
司
祭
・
河
野
裕
道
お

よ
び
司
祭
・
関
正
勝
に
協
力
依
頼
す

る
こ
と
と
し
た
。

信
仰
と
生
活
委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
３
月
19
日
）

＊
青
年
活
動
支
援
部
会
報
告
＝
青
年

支
援
担
当
者
の
集
い
（
３
月
28
日
・

神
田
キ
リ
ス
ト
）
を
開
催
案
内
。
各

教
会
の
現
状
を
分
か
ち
合
い
今
後
の

青
年
活
動
に
つ
な
げ
て
行
く
。

＊
各
教
会
大
斎
節
プ
ロ
グ
ラ
ム
一

覧
を
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

中
（
随
時
更
新
）
。
夏
期
キ
ャ
ン
プ

情
報
も
掲
載
へ
。

＊
研
修
会
講
師
の
選
定
を
検
討
。

＊
環
状
Ｇ
合
同
礼
拝
へ
の
支
援
金
申

し
入
れ
を
受
け
、
２
万
円
援
助
。

＊
ソ
ウ
ル
教
区
の
家
庭
集
会
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
一
部
翻
訳
、
進
捗
報
告
。

＊
各
教
会
グ
ル
ー
プ
、
日
曜
学
校
連

絡
会
（
１
５
０
周
年
記
念
礼
拝
に
子

ど
も
コ
ー
ラ
ス
の
参
加
要
請
）、一
粒

の
麦
の
会（
教
会
巡
り
、バ
ス
ツ
ア
ー

を
計
画
）
等
の
諸
活
動
報
告
。

＊
宣
教
主
事
報
告
＝
エ
ル
サ
レ
ム
教

区
司
祭
と
イ
ス
ラ
エ
ル
文
化
人
類
学

者
の
講
演
会（
４
月
26
日
・
聖
ア
ン
デ

レ
教
会
）の
呼
び
か
け
開
始
報
告
。

＊
そ
の
他
。

　
▽
聖
公
会
神
学
院
始
業
礼
拝
・
教

員
任
命
式
　
４
月
６
日
（
月
）
14
時

同
院
諸
聖
徒
礼
拝
堂
で
、
式
後
お
茶

会
。新
教
員
に
は
チ
ャ
プ
レ
ン
・
成
成

鐘
（
ソ
ン
・
ソ
ン
ジ
ォ
ン
）
司
祭
、
専

任
教
員
・
小
林
史
明
司
祭
、
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
景
山
恭

子
師
が
就
任
。
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
９

　
　
下
町
大
空
襲
を
覚
え
て

　
下
町
教
会
グ
ル
ー
プ
協
議
会
で
は

毎
年
、
３
月
10
日
に
下
町
大
空
襲
記

念
礼
拝
を
行
い
ま
す
。
１
９
４
５
年

３
月
10
日
未
明
、
２
時
間
に
わ
た
る

ナ
パ
ー
ム
焼
夷
弾
の
爆
撃
と
、
明
け

方
ま
で
続
い
た
逃
げ
場
を
絶
た
れ
て

の
下
町
一
体
の
大
炎
上
に
よ
っ
て
、

10
万
人
の
方
々
が
犠
牲
に
な
っ
た
日

を
記
念
す
る
祈
り
の
日
で
す
。

　
今
年
は
、
台
東
９
条
の
会
の
方
々

の
ご
協
力
で
、
午
後
、
浅
草
戦
跡
巡

り
、
夜
７
時
か
ら
神
愛
教
会
で
記
念

礼
拝
、
礼
拝
後
に
は
ア
マ
チ
ュ
ア
の

落
語
家
寝
床
屋
道
楽
さ
ん
の
「
大
空

襲
」
と
い
う
演
目
を
伺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
道
楽
さ
ん
の
お
話
は
ご

家
族
が
下
町
大
空
襲
で
亡
く
な
ら

れ
、
ご
自
分
は
疎
開
さ
れ
て
い
た
た

め
に
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
体
験
談
で
し
た
。

　
下
町
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

に
は
大
空
襲
の
爪
あ
と
が
く
っ
き
り

と
残
っ
て
い
ま
す
。
浅
草
戦
跡
巡
り

で
言
問
橋
に
向
け
て
歩
い
た
隅
田
の

ほ
と
り
は
、
人
々
が
炎
と
熱
風
か
ら

逃
げ
ま
ど
っ
た
場
所
で
す
。
い
つ
も

通
る
言
問
橋
の
柱
は
当
時
と
同
じ
石

で
支
え
ら
れ
て
お
り
、
猛
火
の
焼
け

跡
が
今
も
は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
ま

す
。
熱
風
は
ど
れ
程
す
さ
ま
じ
か
っ

た
ろ
う
か
、
火
か
ら
逃
げ
よ
う
と
飛

び
込
ん
だ
川
の
水
は
ど
ん
な
に
冷
た

か
っ
た
ろ
う
か
、
ど
ん
な
に
恐
ろ
し

か
っ
た
ろ
う
か
と
想
像
し
な
が
ら
の

道
す
が
ら
は
、
皆
、
足
取
り
も
口
も

重
く
な
り
ま
す
。
日
々
の
厳
し
い
生

活
を
互
い
に
助
け
合
っ
て
過
ご
し
て

い
た
下
町
は
、
そ
れ
故
に
人
口
密
集

地
で
あ
り
、
被
害
も
甚
大
で
し
た
。

そ
し
て
残
さ
れ
た
方
々
の
心
の
傷
や

痛
み
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
64
年

が
経
過
し
て
も
未
だ
癒
し
が
た
い
ほ

ど
で
す
。
他
の
人
の
死
の
上
に
自
分

の
命
が
あ
る
と
い
う
感
覚
は
、
経
験

さ
れ
た
方
で
な
い
と
決
し
て
理
解
で

き
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
だ
か
ら
こ
そ
下
町
教
会
グ
ル
ー
プ

で
は
毎
年
、
祈
り
続
け
ま
す
。
非
業

の
死
を
遂
げ
た
方
々
の
た
め
に
、

も
っ
と
生
き
た
か
っ
た
方
々
の
た
め

に
、
そ
の
方
々
と
の
交
わ
り
が
今
も

続
い
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
て
祈
り

ま
す
。
ま
た
ご
家
族
や
ご
親
族
、
友

人
や
知
人
を
突
然
失
っ
た
悲
し
み
や

痛
み
を
抱
え
て
生
き
て
い
る
方
々
の

た
め
に
祈
り
続
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
司
祭 

笹 

森 

田 

鶴

（
神
愛
教
会
）


